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国
の
補
助
金
等
の
臨
時
特
例
等
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四
号
）

要
旨
　
　
本
法
律
案
は
、
最
近
の
財
政
状
況
、
社
会
経
済
情
勢
の
推
移
及
び

　
累
次
の
臨
時
行
政
調
査
会
の
答
申
等
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
国
の
補
助

　
金
等
に
関
す
る
臨
時
特
例
等
の
措
置
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

　
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
補
助
率
等
の
引
き
下
げ
（
四
十
四
法
律
）

　
　
　
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
昭
和
六
十
三
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お

　
　
け
る
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
を
引

　
き
下
げ
る
。

　
　
な
お
、
こ
の
対
象
と
な
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
事
務
事
業

　
の
執
行
、
財
政
運
営
に
支
障
の
な
い
よ
う
財
政
金
融
上
の
措
置
を

　
講
ず
る
。

二
、
一
般
財
源
化
（
二
法
律
）

　
　
地
方
公
共
団
体
の
事
務
事
業
と
し
て
同
化
定
着
し
て
い
る
補
助

　
金
等
を
整
理
し
、
地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源
に
よ
る
措
置
へ
の

　
振
り
か
え
を
行
う
。

三
、
特
別
会
計
へ
の
国
庫
負
担
金
等
の
繰
り
入
れ
の
特
例
（
三
法
律
）

　
　
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
昭
和
六
十
三
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お



　
い
て
、
厚
生
年
金
保
険
事
業
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
繰
り
入
れ
の

　
特
例
を
定
め
る
と
と
も
に
、
地
震
再
保
険
、
自
賠
責
再
保
険
に
係
る

　
事
務
費
に
つ
い
て
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
行
わ
な
い
こ

　
と
と
す
る
。

　
な
お
、
本
法
律
案
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
施
行
期
日
「
昭
和
六

十
一
年
四
月
一
日
」
を
「
公
布
の
日
」
と
す
る
な
ど
の
修
正
が
行
わ

れ
て
い
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
国
の
補
助
金
等
の
臨
時
特
例
等
に

　
関
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
補
助
金
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
に
お
け
る
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
最
近
に
お
け
る
財
政
状
況
、
社
会
経
済
情
勢
の
推
移

　
及
び
累
次
の
臨
時
行
政
調
査
会
の
答
申
等
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
財
政

　
資
金
の
効
率
的
使
用
を
図
る
た
め
、
国
の
負
担
金
、
補
助
金
等
に
関

　
す
る
臨
時
特
例
等
の
措
置
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
そ
の
内
容
は
、
第
一
に
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
昭
和
六
十
三
年

　
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
国
の
負
担
又

　
は
補
助
の
割
合
を
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
対
象
と
な
る
地
方

　
公
共
団
体
の
運
営
に
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
財
政
金
融
上
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。
第
二
に
地
方
公
共
団
体
の
事
務
又
は
事
業
と
し
て
同

化
定
着
し
て
い
る
補
助
金
及
び
負
担
金
を
整
理
し
、
地
方
公
共
団
体

の
一
般
財
源
措
置
に
振
り
か
え
る
こ
と
。
第
三
に
昭
和
六
十
一
年
度

か
ら
昭
和
六
十
三
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
厚
生
年
金
保
険
事

務
等
に
対
す
る
国
庫
負
担
の
繰
り
入
れ
の
特
例
を
定
め
る
こ
と
等
、

四
十
九
項
目
、
四
十
八
本
の
法
律
に
係
る
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
本
法
律
案
は
去
る
一
月
二
十
四
日
、
国
会
に
提
出
さ
れ
、
四
月
十

七
日
に
衆
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
院
に
お
い
て
は
、
補
助
金
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

四
月
十
八
日
竹
下
大
蔵
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
、
四
月
二
十

一
日
よ
り
中
曽
根
内
閣
総
理
大
臣
並
び
に
関
係
大
臣
等
の
出
席
を
求

め
、
総
括
質
疑
を
行
つ
た
の
を
初
め
、
一
般
質
疑
、
締
め
く
く
り
総

括
質
疑
を
行
う
等
慎
重
か
つ
熱
心
に
審
議
を
行
つ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
四
月
二
十
三
日
地
方
自
治
体
関
係
者
、
学
識
経
験
者
等
六

名
の
参
考
人
の
出
席
を
求
め
て
意
見
聴
取
と
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
疑
の
う
ち
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、
本
法
律
案

に
関
す
る
質
疑
と
し
て
、
法
案
成
立
の
遅
れ
に
よ
る
地
方
自
治
体
へ

の
影
響
と
対
策
、
法
案
の
提
出
時
期
及
び
一
括
化
の
妥
当
性
と
国
会

審
議
権
の
関
係
、
補
助
金
問
題
検
討
会
報
告
の
問
題
点
、
今
回
引
き



下
げ
た
補
助
率
の
暫
定
期
間
経
過
後
の
取
り
扱
い
、
補
助
率
引
き
下

げ
に
よ
る
地
方
自
治
体
へ
の
負
担
転
嫁
と
住
民
福
祉
へ
の
影
響
、
暫

定
期
間
中
に
見
合
う
財
源
補
て
ん
策
、
国
と
地
方
自
治
体
の
役
割
分

担
の
見
直
し
、
年
金
事
業
へ
の
国
庫
負
担
繰
入
停
止
と
返
済
計
画
の

策
定
等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
財
政
問
題
に
関
す
る
質
疑
と
し
て
、
昭
和
六
十
五
年
度
赤
字

公
債
脱
却
の
可
能
性
、
財
政
支
出
の
後
年
度
先
送
り
、
補
正
予
算
の

編
成
、
零
細
補
助
金
の
整
理
、
低
金
利
時
代
に
見
合
つ
た
資
金
運
用

部
資
金
の
見
直
し
、
社
会
保
障
特
別
会
計
の
創
設
、
退
職
者
医
療
制

度
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
の
赤
字
補
て
ん
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
経
済
問
題
に
関
す
る
質
疑
と
し
て
、
総
合
経
済
対
策
の

効
果
、
実
質
経
済
成
長
率
四
％
達
成
の
可
能
性
と
根
拠
、
公
共
事
業

前
倒
し
と
下
期
事
業
の
確
保
、
経
済
構
造
調
整
研
究
会
報
告
の
性
格

と
政
府
施
策
と
の
関
連
性
、
経
済
構
造
調
整
に
よ
る
国
内
へ
の
影
響
、

行
き
過
ぎ
た
円
高
防
止
策
、
適
正
な
為
替
レ
ー
ト
実
現
の
た
め
の
協

調
介
入
の
あ
り
方
　
米
国
経
済
の
動
向
と
ド
ル
暴
落
の
可
能
性
等
の

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
質
疑
は
広
範
多
岐
に
わ
た
つ
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
四
月
二
十
六
日
を
も
つ
て
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た

と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
を
代
表
し
て
穐
山
委
員
が
反
対
、
自
由
民
主

党
・
自
由
国
民
会
議
を
代
表
し
て
倉
田
委
員
が
賛
成
、
公
明
党
・
国

民
会
議
を
代
表
し
て
中
野
委
員
が
反
対
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て

吉
川
委
員
が
反
対
、
民
社
党
・
国
民
連
合
を
代
表
し
て
井
上
委
員
が

反
対
の
旨
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
討
論
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
、
賛
成
多
数
で
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民
会
議
、
日

本
社
会
党
、
公
明
党
・
国
民
会
議
、
民
社
党
・
国
民
連
合
及
び
二
院

ク
ラ
ブ
・
革
新
共
闘
の
各
派
共
同
提
案
に
よ
る
附
帯
決
議
案
が
提
出

さ
れ
、
多
数
を
も
つ
て
当
委
員
会
の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




